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2014 年 8 月に母島の石門（北緯 26° 40’30”、東経 142° 09’20”、標高約 300 m）の指定ルー
トから左右約 5 m の幅のエリアでオガサワラボチョウジの探索を行った。オガサワラボ
チョウジの各個体の位置情報を GPS を用いて記録した。樹高、地際直径を測った。さらに、
花型（長花柱花、短花柱花）を開花している花、もしくはつぼみから判断した。
また、2014 年 8 月と 11 月に母島の桑の木山（北緯 26° 39’45”、東経 142° 09’07”、標高約














1）。さらに、ルートの両脇 5 m を越えた場所にも多数のオガサワラボチョウジが生育して
いることが目視で確認できた。このエリアは、樹冠の高さが約 20 m に達する外来のアカ
ギ Bischofia javanica Blume を主要構成種とし、在来樹のモクタチバナ Ardisia sieboldii 
Miq. やムニンヒメツバキ Schima mertensiana （Siebold et Zucc.） Koidz. がわずかに含まれ
る森林や、樹冠の高さが 10 m 程度で在来樹のモクタチバナ、シマホルトノキ Elaeocarpus 
photiniifolia Hook. & Arn.、ウドノキ Pisonia umbellifera （J.R. et G.Forst.） Seem. を主要
構成種とする森林が続いているが、オガサワラボチョウジの生育がルート上から断続的に
確認できた（図 1）。北進線から堺ヶ岳までのアカギが多いエリアには、全 47 個体中、樹









樹高の平均は、長花柱花で 6.8 m、短花柱花で 6.9 m、花型不明の個体を含めた全体で
5.0 m だった。地際直径の平均は、長花柱花で 20.2 cm、短花柱花で 20.9 cm、花型不明の
個体を含めた全体で 12.9 cm だった（表 1）。分散分析の結果、樹高・地際直径ともに、花
型による違いは認められなかった（樹高：F （1, 70） = 0.081、p = 0.777；地際直径：F （1, 
70） = 0.144、p = 0.705）。
個体サイズに関して、石門集団の全個体においては、樹高と地際直径の間に強い正の相
関（r = 0.82、p < 0.001）がみられた（図 2）。また、各花型においても有意な正の相関（長
花柱花：r = 0.54、p < 0.001；短花柱花：r = 0.66、p < 0.001）が認められた。
表1　母島・石門におけるオガサワラボチョウジの各花型の樹高と地際直径
樹高（m） 地際直径（cm）
個体数 平均 標準偏差 平均 標準偏差
長花柱花 35 6.81 2.17 20.15 8.6
短花柱花 37 6.94 1.65 20.93 8.7
花型不明 84 3.32 2.29 6.4 4.8






















個体サイズは、樹高が 0.2 ～ 12.0 m、地際直径が 0.8 ～ 39.5 cm で、幼個体から成木まで
まんべんなくみられた（図 3、4）。特に、樹高 2 m 以下の個体が 32 個体、地際直径 5 cm
以下の個体が 48 個体と、若い個体が多く含まれていた。花型不明の個体には、開花齢に達
していない若い個体と花を確認できずに花型不明となった個体の両者が含まれているが、
概ね樹高 4 m 以上、地際直径 10 cm 以上になると開花を確認することができた（図 3、4）。



































ところ、計 11 個体がみつかった。個体サイズは、樹高が 1.2 ～ 9.5 m、地際直径が 2.2 ～





面（北緯 27° 09’43”、東経 142° 11’26”、標高約 150 m）において、2 個体のみ分布が確認で




先行研究では、樹高 1 m 以下、地際直径 5 cm 以下の幼個体は父島の東平で 1 個体確認
されたのみで、父島の他のエリアや兄島、および母島の乳房山では全く見つからなかった
（渡邊ほか、2009）。一方で、今回調査した石門では、最も小さい個体は高さ 0.2 m、地際直
















長花柱花 = 1 : 1 であった。同様に母島の乳房山の集団も両花型の出現頻度に有意な差がな






ルが提唱されていて（Dowrick, 1956）、対立遺伝子 Ss のヘテロ接合では短花柱花が、ss の
ホモ接合では長花柱花が表現型となる。同型花不和合性が維持されている場合には、SS の
ホモ接合の組み合わせは作られず、Ss : ss = 1 : 1、つまり短花柱花と長花柱花が同じ割合
で出現する。しかし、同型花不和合性が崩壊して和合性をもつようになると、SS : Ss : ss = 
2 : 1 : 1、つまり短花柱花：長花柱花 = 3 : 1 になる。
先行研究で、父島の集団において人工授粉実験による花型間の和合性が調べられており、
短花柱花間では低い結果率ではあった（5.9%）が、部分的和合性があることが示された
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